
































































けて議論している（Verity Burgmann, Power and Protest：Movements for change in Australian society, Allen and 
Unwin, Sydney, 1991 およびバーグマン（鈴木玲訳）「労働運動と新しい社会運動―オーストラリアの事例」『大















し，それはやがて「ケリーの森闘争団（Battlers for Kelly’s Bush）」の結成へと向かい，地域住民
上げての反対運動へと発展していった。この闘争団結成を主導したのは 3 人の主婦で，彼女らは，
いわゆる市民運動活動家タイプの女性たちではなく，ごく普通の主婦たちだったとされる。彼女た




















入ると会社側に通告するに至った。1971 年 6 月のことである。当時の保守党の州首相や一部マス
コミは組合を非難するキャンペーンを張ったが，住民の支持を得た組合の姿勢を覆すことはできな
かった。これがのちにグリーン・バンと呼ばれるようになったのであるが，それが環境保護を理由
（４）　以下，ケリーの森についての記述は以下の 2 冊およびインターネット情報に依っている。Marion, Hardman & 
Peter Manning, Green Bans: The Story of an Australian Phenomenon, Australian Conservation Foundation およ
















































とされる。1971 年 11 月，住民グループは組合に接触し，住民 500 人以上が参加した集会で組合へ
の協力要請を決議し，組合はグリーン・バンを実施することになった。
　この間政府は家賃の値上げをしたり，代替場所を提供したりして住民の退居を促した。これに応




NSW 州支部の指導部が，組合の内紛から全国本部によって排除される 1975 年まで続いた（組合
の内紛については後述）。この紛争では建設労働者組合だけでなく他の組合も支援に加わり，他の
グリーン・バン事例とは様相を異にした（５）。住民グループは都市計画や建築設計などの専門家の支










（５）　これらの組合には連合運転手組合（Federated Engine Drivers’ Union），消防士協会（Firemen’s Association），
合 同 金 属 労 働 者 組 合（Amalgamated Metal Workers’ Union）， 港 湾 労 働 者 組 合 連 合（Waterside Workers’ 












守党から労働党に政権が交代した時期でもあり，より一層問題を複雑にしていた（1972 年 12 月に
ウィットラム労働党政権が誕生し，開発予定地域は低所得者が住む労働党の牙城となっていた地域
でもあったという事情も影響した）。






　周知のように，シドニーオリンピックは 2000 年に開催された。しかし，それ以前に 1988 年の開
催をめざして，シドニーは 1970 年にはすでに準備を開始していた。当時のシドニー市長はその準
備のために建設大手の役員を委員長に据えて，オリンピック市民会議を組織した。自然豊かな街と
して知られるシドニーには，市の中心部から 4 キロほど東に行ったところに大きな公園が 3 つあ
る。大きい順にセンテニアルパーク（Centennial Park, 189 ha），ムアパーク（Moore Park, 115 













































ショナルセンター，オーストラリア労働組合評議会（Australian Congress of Trade Unions―
ACTU）の州支部（NSW Labour Council）幹部に接触したり，労働組合評議会中央の議長ボブ・
（６）　ラン氏は州首相就任後，州の行政機構のなかに文化遺産保存委員会（Heritage Council）をつくり，環境計画















それがそのまま 1972 年当時も残っていた。それは以下のような経緯を経て 1976 年に建て替えられ
た高層ビルに入ることになった。
　複数の開発業者がこの劇場を高層オフィスビルに建て替えようとしたとき，関係者が劇場を保存


















　1971 年，自由党政権下のビクトリア州政府は，メルボルン郊外に 500 メガワットの発電所 2 基
の建設計画を発表した。これが完成するとビクトリア州最大の発電所になる予定だったが，これに
は多くの住民グループや労働党がただちに反対を表明した。翌年 10 月には建設労働者組合のビク
トリア支部と連合運転手・消防士協会（Federated Engine Drivers and Firemen’s Association, 
FEDFA）がグリーン・バンに入ることになった。このグリーン・バンは環境影響評価がなされる








訴えが却下された 1974 年 7 月，6 つの組合がグリーン・バン継続を再確認し，あるいは新たにグ
リーン・バンに入る決定をした。さらに，10 月には，メルボルンにあるビクトリア州労働組合評
議会（Victorian Trades Hall Council，ACTU のビクトリア州支部）は，この工事に伴うすべての
仕事を放棄して全面ストに入るべきだという執行部提案を受け入れる決議をした。そして工事は

























（９）　Les Cupper & June Hearn, ‘Unions and the environment: Recent Australian experience’, Industrial Relations, 
vol.20, no.2, Spring 1981, pp.222-223.
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　こうした組合の姿勢について，この運動を牽引し，いわばグリーン・バン運動のヒーローとなっ


































































（１４）　Mundey, 1981, Let the Grass Grow の章。カナダの組合や環境保護団体から招待され，アメリカ西海岸経由
で行こうとしたときは，空港から出ないことを条件に入国許可が下りたという。
（１５）　同上，The Former Secretary の章。その後除名無効を求めて法廷闘争を行い，1978 年に除名無効，元職への
復帰命令が出たが，組合はこれを無視した。














委員会 HC，オーストラリア保存基金 ACF やナショナルトラスト（National Trust），さらには世
界モニュメント基金（World Monuments Fund）はこれを保存すべき歴史的建築物に指定し，住
民団体（Millers Point Community Association）もそれを支持してきた。
　昨年 7 月，NSW 州政府がこれを保存対象にしないと宣言し，売却を示唆したことから，反対す
る住民団体や保存基金が，かつて労働党のラン NSW 州政権が環境保護を目的につくった特別裁判
所（NSW Land and Environment Court）に訴え，審理が続けられていた。州政府は，この建物に
は歴史的価値は認められない，財政難である，これを売却して郊外に同様の公営住宅をつくればよ












以下のとおりである。‘Decision not to heritage-list Sirius is invalid’, Australian Financial Review online, July 25 
2017, ‘Standing in front of bulldozers: Serius fight looms’, The Sydney Morning Herald online, October 25 2017, 



























（２０）　Verity Burgmann, Power, Profit and Protest, Allen & Unwin, Sydney, 2003, p.72.
